
4 略和4 3年度の云塚計国

4 2年度稜即>ため央行不可iをであった餘草剤故為を室どけ後・たヾちに突行する。

年2〜3回の植生推移状说とネズミ生息汶撞移の剥秀を行たう〇

欤瑚ビ通爲の宦糾散為Kより网除を実施する。

2 〇 木材価格の予測

!M〔駐担当志

経営部,経済研究室:野村 勇.橋本 智

2・尊白的

外材も含めたわか国木材需紿のモデルを解明し・§慌的にその掏ftを・決定することによって 

長期および短期め村オ魚格を予測すろ。

3 昭和4 2年步の終・とえらポた総果

すべて商品の仙恪は.需糜供給とが均衡する点において決序されてくるのであり,したが 

つT木材価格を分析するにあたつTも.その寿展kある木材供給のメカニズムとい,ものが・ 

ず辩明されなければならない。

さで,ひとくち忙木材の臨給といってもその形態は様々て•あるが.太研究でけ・木材・の流通 

珊程を大きく「山林所有者」一>「製材工埸」ー,「裁探消賀者」という形でとらえ,「山林所有 

者」の「製材H埋」の間忙經材用素材の術給が・り,点た,「本:材工場」と「お耗消费弟」と 

の間に製材品をめぐつア湖治附州泣しているものとして分杭を進める。期砌な次材需 

給モデルを示せば次のとおりである。

S, =/(七 • X. )

=/( P, .x2 )

s. =叫

D； =/( Xs )

s2 =/( P3 .X. >

〇2 =/(1% • X6 )

s2 =外

たヾし, S,: 国産材米材供給fci

Di : ・ 需要址

P】: " 価格

X,: 〃 の供給に影轡をおよ摩す弘子 

x2 :国産材奈材の需妾忙电薛をわよほす氐子 

D；:外材察材需普・

x8 : "の需夢に影都をもたらす因子



s2 :製材お供給催

d2 :"浦疫量

P2 :〃 施格

X« 〃 供給に影缪をもたらす1苗子

x5 :盤材品’S要に稣をもたらす因子。

それでI土 . X］からX& までの"というのはどういうものなのか。この点を明らかにする

ために,4 2年度は•大井川潦坡の山依所有者と盛田市の製材工場を幽査したが,その結果・

X,としては「翅可能資源が」•「冠村働水摩」およぴ「景次」が・また.X,としては 

「製材品価机」•「裂材エ埸経营规陋 および「傲気」があげられることを確認した。な松・

外”需ッについては1国産材が潢たし将な、吩・の木材最終褊妾を補なうゆでおこなわれている 

ものと我えてよいであろう。また.X［としては•「全水材・入荷砒」と「盟村歩止り」が、さ 

らK： . X.に題しては,裂材品の大部分が建築用材"であることから「滞築活動」が大きな阱

であると考えられる。

さて.以上により木材需給モデル忆取入れるべさ因子が決定された［勿であるが,このモデ 

ルマフロー・チャート化して上ると次のようになる。

2

このモデルに基づいてわが匡の木林普給の構透を時必列データから福誌していく由である 

が,たとえば「役採可能資源此Jのように.収在まだ作成されていないデータも含まれている 

ため,駁密に同時決定的な構造パラメ～ターの推定はおこない徊ず.1本1本の方眷式に単純 

斌小自離な適用し•このモデルが理齢^にも矛召することなく.かなり有劾なものであるこ 

とを施するにとどまった。

4 昭和43年度の試空計画

4 5年度の計画の住は.

① 木材常給モデルの質的検游

② 木材編給讶造の数秘的検討

の2本であるが.まず①については•昨年度は,センサス上で栈ぼ全用,平均値に近い大井川 

歟を訓瓷他として週定したが"今年!皮は,先進林亲地として知られる南九州の日田を网£対 

衆とし,モデルに取入れた因子が・たして適正であるか否かをチェソクする。立た•外材需要 

については.木モデルでは知に国産材の不足分を刀バーする後でやこなわれているものと仮定 

しているが•外材のシェアー・が4割近くにもなった现在.はたしてそのような単純なとらE' 

たで艮いものかどうか,競合側係・代替供1澡などをモデルの中に翔込まなくても区いものかど 

う刀、について映对するa

©Itついては,現在公我されているデータを改艮してでざるだけ理鬲i的に必’&・とされるテー 

ク・・に近 ・ た上で構殯パラメータを推計する。网て地城を限定すればデータの剛約本ある科 

度緩知されるので.地域ごとの木材張給構泓の推定も同時に進める。

耦造パラメータの推叶は,まず以純最小B乗法< L S )によって符・号・条件をチェソクし理餘 

的に矛眉のないことを磁通した上で制限悄轮慌尤法(LIEよ〇て・こなう。


